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(１) 目指す資質・能力           (2) 重 点 目 標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)具体的な教育活動 
体育大会・学校祭・部活動・インターンシップ・安全講話・進路ガイダンス・見学旅行・ 

カッター実習・古平実習(水産海洋基礎)・施設見学・市場見学・芸術鑑賞・スキー授業・ 

水産クラブ・ボランティア活動・各種資格取得 
 

１）進路ガイダンスや進路相談をより一

層充実させ、個に応じた進路実現を図る。  

３）教職員すべての共通理解のもとで、 

きめ細やかな生徒指導に努める。 

２）ＩＣＴの効果的な活用に努め、学習 

への興味・関心や意欲を高める授業改 

善を推進する。 

４）様々な教育活動を通して地域との連 

携・協働を推進するとともに、その活 

動を広く情報発信する。 

○ 責 任 感 

○ 情報把握力 

○ 協 調 性 

○ 計 画 性 

○ 傾 聴 力 

○ 自 律 性 

○ 主 体 性 

○ 課題解決力 

小樽の 

未来をつくる 

◇海洋漁業科 
・長期乗船 

・国際交流 
・潜水、海スポ 

 

◇水産食品科 
・食品製造 

・販売実習 

・食品化学実験 

◇栽培漁業科 
・古平実習 

・種苗生産 

・ダイビング 

◇情報通信科 
・電気通信 

・情報通信 

・国家上級資格 

学 校 教 育 目 標 

実学を重んじ、基礎的・基本的な知識・技術の習得及びそれらを活用できる力、規範意識・倫理観・命を大切にする心、

健やかな体など「知・徳・体」の調和のとれた発達を図り、我が国の水産業・海運業・通信業を双肩に担う人格・識見・力

量を身に付けた人を育てる。 

○社会的・職業的自立に向けて必要となる資質・能力を身に付け、 
持続可能な社会の実現に努める生徒の育成 

○規律を重んじ、地域や我が国の将来を担う職業人の育成 
○全教職員が一丸となって教育活動に取り組み、地域に信頼され、 
国際的な活躍を目指す社会人の育成 

 


